
チ
ョ
ッ
ト
の
工
夫
で
ご
み
減
量
！

ご
み
減
量
の

ポ
イ
ン
ト
は

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
で
環
境
省
３
Ｒ(

※)

推

進
マ
イ
ス
タ
ー
の
有
森
裕
子
さ
ん
が｢

環
境

の
は
な
し
、
わ
た
し
の
は
な
し
」
と
題
し
講

演
し
ま
す
。
ま
た
、「
事
業
系
一
般
廃
棄
物

減
量
等
優
良
事
業
者
表
彰
式
」
も
開
催
。

生

料理で出た生ごみ
は、ギュッと絞ると約
１割以上の水分が抜け
ます。

ちょっとしたひと手
間はかかりますが効果
はてきめん！

とで
す
！

生ごみは絞って
水分を抜く

10
月
７
日
(日)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

に
ぎ
わ
い
交
流
館
３
階

生
ご
み

１
ポイント

Ｅ
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ク
ス
、
往
復
は
が
き

に｢

ご
み
減
量
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
係｣

と

明
記
の
う
え
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
書
い
て(

１
人
１
通
で
２
人
ま
で)

、

９
月
25
日
(火)(

必
着)

ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
超
の
場
合
は
抽
選

※３R＝リデュース(減らす)、リユース(再利用する)、リサイクル(再資源化する)のこと。

有森裕子さん

人にも地球にも
やさしい

あきたをめざして

申込方法

料理に使う野菜など
は、食べない部分を切
り分けてから洗いまし
ょう。調理くずは、水
分を吸わないように入
れ物は別にして捨てま
しょう。

野菜は最初から
濡らさない

濡れたものは乾かせ
ば軽くなります。

調理くず、お茶がら、
ティーバッグなどは、
家庭ごみに出す前に、
もう一度よく乾かしま
しょう。

濡れたものは
乾かせば軽く

一番の基本かもしれ
ません。食材そのもの
を捨てることがないよ
う、計画的に購入しま
しょう。また、人数に
見合った量を調理する
のもポイントです。

食材の購入は
計画的に！

ご
み減

量

雑
が
み

家
庭
ご
み
の
大
半
は
生
ご
み(

48

)

と
雑
が

み(

16

)

で
す
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
①
②
を
参
考

に
、
チ
ョ
ッ
ト
の
工
夫
で
も
う
ひ
と
〝
減
量
〟。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
都
市
推
進
課
☎(

８
６
６)

２
９
４
３

問
い
合
わ
せ

Ｅ
メ
ー
ルro-evcp@

city.akita.akita.jp

フ
ァ
ク
ス(

８
６
３)

６
６
８
３

〒
０
１
１-

０
９
０
４
寺
内
蛭
根
三
丁

目
24-

３
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
６)

２
９
４
３

日
時

会
場

対
象

小
学
生
以
上

定
員

230
人

＊
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
次
号
の
広
報
あ

き
た
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

02

ご
み
減
量

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

受講無料

パ
ー

セ
ン
ト

パ
ー

セ
ン
ト



会場 ９
月
10
日
(月)
以
降

ご
み
袋
の
交
換
は

環
境
部
庁
舎(

寺
内)

へ

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
家
庭
系
ご
み
の

有
料
化
に
伴
い
、
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
赤
印
刷
の
旧
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
を

新
し
い
黄
色
の
袋
と
交
換
し
て
い
ま
す
。

９
月
10
日
(月)
か
ら
は
、
寺
内
の
環
境
部

庁
舎
の
み
で
の
交
換
と
な
り
ま
す
。

９
月
９
日
(日)
ま
で
は
、
ア
ル
ヴ
ェ
や

河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

も
交
換
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
あ
き
た
７
月
20
日
号
５
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

環
境
部
庁
舎
２
階
の
環
境
都
市
推
進
課

(

寺
内
蛭
根
三
丁
目
24-

３)

来
年
３
月
29
日
(金)
ま
で
の
平
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

赤
印
刷
の
旧
家
庭
ご
み
用
指
定
袋
５

枚(

サ
イ
ズ
に
関
係
な
く
、
ま
た
開
封

済
み
で
も
未
使
用
な
ら
可)

に
つ
き
、

新
し
い
黄
色
の
袋
１
枚(

45

)

と
交

換
し
ま
す
。
交
換
は
１
回
の
持
ち
込

み
で
200
枚
ま
で(

新
ご
み
袋
40
枚
分)

＊
会
場
で
申
出
書
に
記
入
が
必
要
で
す
。

＊
年
末
年
始
を
の
ぞ
く
。

問
い
合
わ
せ

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
６)

２
９
４
３

交換日時交換内容

古紙はリサイクルさ
れます。｢新聞･チラ
シ｣｢段ボール｣｢紙パッ
ク」｢雑誌･雑がみ｣の
４つに分類して、しっ
かり紙ひもでしばって
出しましょう。

古紙は４つに
分類できます

ティッシュ箱の取り出
し口や窓付き封筒など、
雑がみについたビニー
ル・セロハンはリサイク
ルできませんので、は
がして家庭ごみに分別
して出しましょう。

雑がみについた
ビニールをはずす

雑がみは形・大きさ
もさまざま。紙袋(ビニ
ールひもなどははずす)
や封筒に入れ、少量の
場合は雑誌の間にはさ
んでから紙ひもでしば
ればそのまま出せます。

雑がみは
紙袋に入れて

次のものは雑がみで
はありません。家庭ご
みへ出しましょう。
→写真、油紙、紙コッ
プなどのワックス紙、
防水加工紙、感熱紙
(ファクス紙)など。

写真、紙コップ…
これは家庭ごみ

雑
２

ポイント

が
み分

別

雑がみは、｢封筒に入れる｣｢雑
誌にはさむ｣｢紙袋に入れる｣な
どすると、まとめてスッキリ
資源ごみに出せますよ！

広報あきた  平成24年９月７日号03

リ
ッ

ト
ル

秋田市では、平成24年度末までに１人１日当たりの家
庭系ごみの排出量を556㌘にする目標を掲げています(※

１)。24年度は４〜６月の排出量が例年より上回る状況が
続き、１人１日当たりの排出量が増えましたが、家庭ご
み有料化がスタートした７月の排出量は、みなさんのご
協力により去年の同月より減少しました(※２)。１人１日
当たりの排出量累計も683㌘に減少しました(左図参照)。

この調子で、今年度末までに目標の556㌘になるよう、
引き続きみなさんのご協力をお願いします！

※１ 平成11年度実績の618㌘から10㌫削減した数値で設定。

※２ 23年７月は5,946㌧、24年７月は5,272㌧(674㌧減)。　

み
ん
な
の
が
ん
ば
り
で

累
計
も
減
っ
た
ね
！

家庭系ごみ排出量の累計の推移
(１人１日当たり。資源化物を除く)
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月
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月
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月

３
月

平成11年度の10㌫減

㌘

平成23年度
(実績値584㌘）

減量目標556㌘

760
平成24年度 ７

月
は
排
出
量
が
減
少

683㌘


